
機関リポジトリと著作権概論
平成24年度 SCPJワークショップ

平成24年12⽉13⽇＠⼤阪⼤学 兵頭 尚恵（神⼾⼤学附属図書館）
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教員（研究者）

機関リポジトリに登録してください、というけど、著作権とか
は⼤丈夫なの？図書館のほうで処理してくれるの？
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著作権 著作者の権利

実演家等の権利

著作者⼈格権

著作権(財産権)

公表権

⽒名表⽰権 etc

複製権

公衆送信権

翻訳権 etc

著作権とは



図書館と著作権

機関リポジトリと著作権

•第31条：図書館等における複製
•第51条：保護期間の原則

•第21条：複製権
•第23条：公衆送信権
•第63条：著作物の利⽤の許諾
•第65条2項：共有著作権の⾏使
•著作権侵害の可能性

リポジトリ担当は著作権
の理解を深めるいい機会
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従来の⼤学図書館業務では「権利制限」などに焦点

著作者の著作権契約に焦点

著作権の観点から⾒た機関リポジトリ

•「セルフ・アーカイブ」という著作者による権利⾏使
•機関リポジトリはそのための保存・公開の受け⽫



PDF

リポジトリ

スキャン

複製

複製

公衆送信
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機関リポジトリと著作権



図書館が著作者に代わってリポジトリ登録＋公開するには複製権・公衆
送信権の許諾を得る必要がある
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教員（研究者）

著作権は図書館に譲渡されてしまうんですか？

著作物の利⽤の許諾

•ある⼈（団体）が「ある使途」に利⽤するのを「許諾」する
•機関リポジトリの場合は著作権者に「許諾」してもらうことで登録する

•複製権：著作者は、その著作物を複製する権利を専有する。
•公衆送信権：著作者は、その著作物について、公衆送信（⾃動公衆送信
の場合にあつては、送信可能化を含む。）を⾏う権利を専有する。



学協会

査読者

執筆者

出版社

投稿 再投稿 再投稿

受理

レイアウト編集
誤字・脱字校正

校正

雑誌掲載
(EJ含む)
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論⽂掲載までのプロセス



本学会に投稿される論⽂の著作権（copyright）は、最終原稿が本学会に投稿
された時点で本学会に帰属する.

学会誌の投稿規定中での記述（⼀例）

Copyright
Upon acceptance of an article, authors will be asked to transfer copyright. 
This transfer will ensure the widest possible dissemination of information. 
A form facilitating transfer of copyright will be provided upon acceptance 
of the manuscript. 

Information for Authors中での記述（⼀例）
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著作権の譲渡
•学協会や出版社に著作権が移譲されることが多い

•著作権譲渡契約書、Copyright transfer agreement
→著作者はどんな権利を譲渡するのか？



著作権（の⼀部）譲渡
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学協会

査読者

執筆者

出版社

投稿 再投稿 再投稿

受理

レイアウト編集
誤字・脱字校正

校正

雑誌掲載
(EJ含む)

著作権の譲渡
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教員（研究者）

この論⽂、共著なんだけど、リポジトリ登録に他の著者の許可
は要らないの？図書館で許可はとってくれるの？

共有著作権

•学外研究者も含めた全著者の許諾が必要

•筆頭著者の意思が共著者の意思となる場合もあるが、
それ⾃体も確認が必要

•共有著作権は、その共有者全員の合意によらなければ、
⾏使することができない（第65条2項）
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教員（研究者）

リポジトリで検索したら、⾃分の論⽂がヒットして、全⽂PDFが⾒られる
んだけど、公開を許可した覚えはないよ。すぐに削除して。

著作権侵害の可能性

•（公開）差⽌請求：利⽤許諾の取り消し
• 損害賠償請求：経済的不利益の算定が必要

適切・誠実な対応によるリスク回避を

•差⽌請求権（第112条）
•損害の額の推定等（第114条3項）なども参照



著作権が学協会・出版社に譲渡されているとわかれば、後はその利⽤許諾が得られ
れば公開できる。しかし、許諾をするとしても公開のための条件を指定している学
協会・出版社は多い。

•出典・著作権に関する注記が必要
•猶予期間（エンバーゴ）を遵守して
•出版社版（DOI）・雑誌HPなどへリンクして etc

•雑誌に掲載されたレイアウトのPDFを公開してもよい
•著者⾃⾝の最終原稿なら公開してもよい etc

•機関リポジトリでの公開OK
•著者個⼈のホームページに載せてもOK etc

学協会・出版社の「著作権ポリシー」
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教員（研究者）

この論⽂をリポジトリに登録したいのですが…

公開許諾条件→著作権ポリシー



○○学会 学会誌編集担当様

お世話になっております。
○○⼤学附属図書館リポジトリ担当のXXXと申します。

本学△△研究科の○○先⽣の、貴会の学会誌に掲載された下記論⽂を、
○○⼤学機関リポジトリに公開させていただく、メールをお送りいたしました。

■○○⼤学機関リポジトリ：
http://www.dokosoko.ac.jp/repository/

■リポジトリでの登録公開を希望するもの：
[論⽂名、著者名、雑誌（学会誌）名、巻号、ページ、出版年]

公開をご承諾いただければ幸いです。
公開に際して、出典表⽰、出版社版へのリンク、公開猶予期間（エンバーゴ）などの
条件がございましたら、あわせてご連絡ください。

ご多忙のところ勝⼿なお願いとは存じておりますが、ご検討いただきますようお願い申し
上げます。
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利⽤の許諾願いと著作権ポリシーの確認

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/index.jsp


図書館（著者の代理） 学協会

学協会

学協会
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利⽤の許諾願いと著作権ポリシーの確認



データベース

図書館（著者の代理）

学協会
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利⽤の許諾願いと著作権ポリシーの確認



査読前 査読後
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テキストバージョンと「査読前・査読後」

学協会

査読者

執筆者

出版社

投稿 再投稿 再投稿

受理

レイアウト編集
誤字・脱字校正

校正

雑誌掲載
(EJ含む)

著者版 著者最終版

出版社版

•著者版（author version）：雑誌に掲載される前の、著者の⼿元にある版
•著者最終版（final version / final draft）：雑誌に掲載される直前の、著者の⼿元にある最終の版
•出版社版（publisher version）：雑誌に掲載された（レイアウトも整えられた）版
•査読前（pre-print / pre-refereeing）
•査読後（post-print / post-refereeing）



•Society Copyright Policies in Japan

•国内学協会のオープンアクセスに関する⽅針
（著作権ポリシー）について調査，公開している
データベース
（2012年12⽉現在の登録学協会数は約2,550件）

•筑波⼤学，千葉⼤学，神⼾⼤学，東京⼯業⼤学各附
属図書館によるCSI委託事業

•http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/
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SCPJ
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SCPJ

分類 オープンアクセス⽅針 学協会数

Green 査読前論⽂・査読後論⽂どちらでも掲載を認める 145

Blue 査読後論⽂のみ掲載を認める 720

Yellow 査読前論⽂のみ掲載を認める 11

White 掲載を認めない 222

Gray ⽅針が未定もしくは未回答 1449

•出版社版の利⽤可否
•機関リポジトリなど公開場所
•公開条件

などが確認できる

（学協会数は2012/12/4時点）
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SHERPA/RoMEO

•Securing a Hybrid Environment for Research Preservation 
and Access /Rights MEtadata for Open archiving

•海外出版社のセルフ・アーカイブに関する⽅針を閲覧できる
データベース（2012年12⽉現在の登録出版社数は約1,180）

•University of Nottingham を中⼼としたイギリスの⾼等教育
機関で運営

•JISC (Joint Information Systems Committee) から⽀援

•http://www.sherpa.ac.uk/romeo/
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SHERPA/RoMEO

出版社版の利⽤、機関リポジトリの
アーカイブの可否、その他条件等を
確認できる

color Archiving policy publisher

Green Can archive pre-print and post-print 325

Blue Can archive post-print 
(ie final draft post-refereeing) 376

Yellow Can archive pre-print (ie pre-refereeing) 93

White Archiving not formally supported 385

（出版社数は2012/12/4時点）
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SCPJのデータ整備にご協⼒を！

最後に ―みんなでつくるSCPJ―

•このポリシーってどういう意味？
•Grayの学会に聞いたら著作権ポリシーを教えてくれました
•Grayの学会のサイトを⾒てみたら著作権規定が書かれてましたよ
•SCPJに掲載されていない学会の著作権規定が書かれているのをみつけました
•すでに掲載されている学会の著作権ポリシーが変更になっているようです

などなど何でもお気軽に下記までご連絡ください！

scpj@tulips.tsukuba.ac.jp



●「機関リポジトリと著作権Q&A」⿊澤節男（広島⼤学）
→http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00023065

●「⼤学図書館における著作権問題Q&A（第8版）」国公私⽴⼤学図書館協⼒委員
会／⼤学図書館著作権検討委員会
→ http://www.janul.jp/j/documents/coop/copyrightQA_v8.pdf

21

参考⽂献

● ⼤澤類⾥佐, 中⼭知⼠. SCPJプロジェクトの活動と課題 : 学協会著作権ポリ
シーデータベースの構築を中⼼に. ⼤学図書館研究. 2011, no. 93, p. 36-41
→ http://hdl.handle.net/2241/117438
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